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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

国保組合の予算確保へ国保組合の予算確保へ

現役生が二級建築士試験に合格

地元国会議員へ要請

下関会場（1/29：下関市リサイクルプラザ）

今
年
の
確
定
申
告
へ
向
け
て

今
年
の
確
定
申
告
へ
向
け
て

　

税
金
対
策
部
で
は
、
昨

年
12
月
に
所
得
計
算
書
学

習
会
を
県
下
３
会
場
で
開

催
。
こ
の
学
習
会
で
記
帳

の
仕
方
を
学
び
、
そ
れ
を

基
に
決
算
書
（
内
訳
書
）・

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

確
定
申
告
学
習
会
を
県
下

３
会
場
、
１
月
23
日
山
口

（
14
人
）、
24
日
下
松
（
7

人
）、
29
日
下
関
（
60
人
）

の
合
計
81
人
参
加
の
も
と

開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
今
年
の
10
月

か
ら
導
入
予
定
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、
建

設
山
口
作
成
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
使
い
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
内
容
、
仕
事
へ
の

影
響
、
必
要
な
手
続
き
に

つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
な

が
ら
、
講
師
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
建
総
連
の

機
関
紙
税
金
対
策
特
集
号

の
例
題
に
沿
っ
て
、
令
和

４
年
分
事
業
所
得
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

決
算
書
作
成
に
あ
た
っ

て
の
注
意
点
と
し
て
、
建

設
業
特
有
の
期
末
仕
掛
工

事
の
処
理
・
材
料
費
の
ま

と
め
方
や
一
般
経
費
の
振

り
分
け
方
な
ど
を
学
習
し
、

確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ

い
て
は
所
得
金
額
か
ら
所

得
控
除
等
（
社
会
保
険
料

控
除
・
生
命
保
険
料
控
除
・

扶
養
控
除
等
）
を
差
し
引

い
て
税
額
の
計
算
ま
で
を

学
習
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
減
価
償
却
の
計

算
に
つ
い
て
は
、
実
際
に

自
分
で
電
卓
を
た
た
い
て
、

練
習
問
題
に
挑
戦
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
決

算
書
の
仕
分
け
の
内
容
に

つ
い
て
質
問
を
さ
れ
る
方

も
お
り
、
参
加
者
は
熱
心

に
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

<

参
加
者
の
声>

　

近
崎
部
長
か
ら
は
申
告

書
作
成
や
今
年
度
は
税
法

上
の
改
定
事
項
は
ほ
ぼ
な

く
、
申
告
書
の
Ａ
表
が
な

く
な
る
こ
と
、
小
林
書
記

長
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
質
疑
も
多

数
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
ほ

ぼ
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る

方
な
の
で
、
質
疑
応
答
型

の
勉
強
会
の
形
で
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。

　

建
設
山
口
が
山
口
県
の

認
可
を
受
け
て
設
置
し
て

い
る
「
山
口
建
設
高
等
職

業
訓
練
校
」
で
は
、「
木
造

建
築
科
」
の
令
和
５
年
度

の
訓
練
生
を
募
集
中
で
す
。

　

組
合
の
運
営
す
る
訓
練

校
の
詳
細
は
次
の
通
り
で

す
。

◆
訓
練
期
間
／
２
年
間

◆
訓
練
日
程
／
月
４
～
５

回
（
令
和
５
年
度
入
学
生

は
毎
週
木
曜
日
）

◆
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
働
い

て
い
る
方
で
、
技
能
習
得

に
意
欲
の
あ
る
方
。
将
来
、

２
級
建
築
士
、
木
造
建
築

士
、
技
能
士
の
資
格
を
目

指
さ
れ
る
方
。

男
女
は
問
い

ま
せ
ん
。
原

則
と
し
て
、

40
歳
未
満
の

方
で
、
雇
用

保
険
被
保
険

者
ま
た
は
本

人
が
「
一
人

親
方
等
の
特

別
加
入
」
の
労
災
保
険
加

入
者
。

◆
訓
練
科
目
／
建
築
概
論
、

建
築
生
産
概
論
、
建
築
計

画
、
建
築
構
造
、
工
作
法
、

規
矩
術
、
施
工
法
、
安
全

衛
生
、
測
量
、
法
規
、
仕

様
及
び
積
算
、
建
築
製
図
、

基
本
実
技
な
ど

◆
特
典　

①
２
年
間
の
訓

練
を
修
了
し
、
技
能
照
査

に
合
格
し
た
者
は
、
２
級

技
能
検
定
（
建
築
大
工
）

の
学
科
試
験
の
免
除
②
２

級
お
よ
び
木
造
建
築
士
受

験
の
実
務
経
験
短
縮
（
高

卒
の
場
合
）
③
授
業
料
、

教
科
書
、
教
材
費
無
料
④

交
通
費
の
一
部
、
昼
食
支

給
（
組
合
員
が
対
象
）

◆
締
め
切
り
／
３
月
中
旬

◆
申
し
込
み
／
建
設
山
口

本
部
ま
た
は
、
各
支
部
に

入
校
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

授
業
の
中
で
、
建
築
士

受
験
に
向
け
た
対
策
や
技

能
士
の
実
技
試
験
課
題
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
昨
年
行
わ
れ

た
二
級
建
築
士
試
験
に
お

い
て
、
現
役
訓
練
生
の
吉

安
美
穂
さ
ん
（
２
年
生
）

が
見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
格
習
得
や
技
能
習
得

を
目
指
す
若
い
大
工
さ
ん
、

入
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
建
国
保
加
入
は
、「
適

切
な
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
者
」
と
な
り

ま
す
。
元
請
な
ど
か
ら

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
11
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
、
国
保
組
合
の
予

算
確
保
に
向
け
た
地
元
国

会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
「
国
民
医

療
へ
の
公
費
助
成
の
拡
充
」

「
国
保
組
合
へ
の
国
保
補
助

の
補
助
水
準
の
確
保
」「
建

設
国
保
の
育
成
・
強
化
」

で
す
。　

　

吉
村
執
行
委
員
長
を
は

じ
め
、
四
役
６
人
が
地
元

選
出
国
会
議
員
７
人
へ
要

請
。
11
月
７
日
に
は
公
明

党
政
策
懇
談
会
に
お
い
て
、

平
林
晃
衆
議
院
議
員
に
小

林
書
記
長
が
直
接
、
要
請

書
を
手
渡
し
理
解
を
求
め
、

11
月
18
日
に
は
全
建
総
連

「
予
算
要
求
・
中
央
総
決
起

大
会
」
時
に
衆
議
院
議
員

会
館
事
務
室
に
お
い
て
、

高
村
正
大
衆
議
院
議
員
に

四
役
６
人
が
本
人
に
直
接
、

要
請
書
を
手
渡
し
、
理
解

を
求
め
ま
し
た
。

　

国
保
組
合
の
予
算
確
保

に
向
け
て
は
社
会
保
障
費

の
自
然
増
抑
制
の
動
き
を

は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
よ
る
影
響
な
ど
、
厳

し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
命
と
健
康
を

守
る
建
設
国
保
の
育
成
強

化
は
組
合
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
す
。
今
後
も
運

動
の
強
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

吉村委員長（左）と高村議員

小林書記長（左）と平林議員

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
も

令和５年度

授業風景（午後の実技訓練）

１・２年合同の技術研修会

訓練生を募集訓練生を募集
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技能振興に多大な貢献技能振興に多大な貢献

　

厚
生
労
働
省
は
令
和
４

年
度
職
業
能
力
開
発
関
係

厚
生
労
働
大
臣
賞
の
受
賞

者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
職
業
能
力

開
発
の
促
進
を
図
る
た
め
、

認
定
職
業
訓
練
、
技
能
検

定
、
技
能
振
興
に
多
大
な

貢
献
が
あ
っ
た
功
労
者
や

事
業
所
な
ど
を
対
象
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

建
設
山
口
関
係
で
は
、

技
能
検
定
功
労
者
・
為
栗

正
美
さ
ん
、
技
能
振
興
関

係
事
業
所
・
有
限
会
社
栗

栖
工
業
が
受
賞
し
、
県
庁

労
働
政
策
課
商
工
労
働
部

部
長
室
に
て
表
彰
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

<

受
賞
者
の
声>

　

為
栗
正
美
さ
ん
・
・
訓

練
校
指
導
員
19
年
、
技
能

検
定
員
27
年
に
な
り
ま
す
。

訓
練
生
に
は
何
事
も
基
礎

が
大
事
で
す
。
基
礎
的
な

こ
と
が
分
か
ら
な
け
れ
ば

応
用
は
で
き
ま
せ
ん
と
言
っ

て
い
ま
す
。
表
彰
は
す
べ

て
の
関
係
者
方
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

栗
栖
工
業
・
・
技
能
検

定
実
施
へ
の
協
力
や
技
能

五
輪
へ
の
選
手
派
遣
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

当
社
だ
け
で
な
く
山
口
県

と
び
工
業
連
合
会
の
関
係

各
位
の
協
力
に
よ
り
受
賞

で
き
た
と
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
若
手
と
び
技
能
者
の
育

成
に
尽
力
し
、
業
界
の
技

能
振
興
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳
以

上
の
家
族
被
保
険
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特
定

健
診
と
一
般
健
診
に
分
か

れ
ま
す
が
、
健
診
内
容
は

同
じ
で
す
。
健
診
内
容
は
、

①
基
本
健
診
②
胸
部
直
接

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
③
が
ん

検
診
を
セ
ッ
ト
に
し
て
１ 

万
１
０
０
０
円
ま
で
中
建

国
保
で
費
用
負
担
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
建
国
保
山
口

県
支
部
は
山
口
県
と
特
定

健
診
へ
の
補
助
制
度
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
１
月
末
ま
で
の
実
績

（
受
診
者
数
）
に
応
じ
て
県

か
ら
補
助
が
出
る
も
の
で

す
。
こ
の
制
度
を
活
用
す

る
た
め
に
も
早
め
の
受
診

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

未
受
診
者
に
対
す
る
受

診
勧
奨
は
、
県
下
全
出
張

所
の
日
程
を
案
内
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
案
内
は
、
希
望
さ

れ
る
受
診
会
場
の
日
程
が

合
わ
な
い
場
合
に
、
受
診

会
場
の
選
択
肢
を
増
や
す

た
め
の
も
の
で
す
。

　

健
診
を
受
け
て
も
、
元

請
等
が
費
用
負
担
（
個
人

負
担
な
し
）
の
場
合
は
、

中
建
国
保
か
ら
の
補
助
金

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
健

診
結
果
を
持
参
さ
れ
た
場

合
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
を
差

し
上
げ
る
取
り
組
み
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
実
施
率

は
、
健
康
診
査
67
％
、
保

健
指
導
22
％
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ

１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

健
診
は
自
分
・
そ
し
て
家

族
の
た
め
で
す
。

　

年
１
回
の
体
の
総
点
検

と
い
う
意
味
で
も
是
非
、

受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

為栗さん（左）と栗栖会長（右）（12/21県庁）

花台の作製

　【
齊
藤
博
行
（
小
野
田
・

大
工
・
73
）】
昨
年
12
月
12

日
、
出
合
小
学
校
で
木
と

の
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

事
前
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
校
長
先
生
か
ら
「
今

の
６
年
生
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
行
事
が
何
も
で
き
て

い
な
い
の
で
、喜
ぶ
で
し
ょ

う
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
小
学
校
か
ら
は

６
年
生
24
人
、
小
野
田
支

部
か
ら
は
８
人
が
参
加
し
、

３
つ
の
班
に
分
か
れ
て
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
パ
ネ
ル
を
使
っ

て
木
や
森
の
大
切
さ
を
説

明
。
続
い
て
、
木
組
み
の

体
験
・
杉
の
丸
太
切
り
体

験
・
ヒ
バ
の
カ
ン
ナ
掛
け

体
験
の
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
最
初
に
我
々
が

木
組
み
の
模
範
組
み
を
行

い
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の

班
に
分
か
れ
て
体
験
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

木
組
み
班
は
組
合
員
５

人
が
補
助
を
し
て
、
か
け

や
を
使
い
木
組
み
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
杉
の
丸
太

切
り
は
２
人
が
補
助
を
し

て
、
10
㎝
程
度
の
丸
太
を

一
生
懸
命
に
切
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ヒ
バ
の
カ
ン
ナ
掛
け
は

１
人
が
補
助
を
し
て
、
カ

ン
ナ
く
ず
が
出
る
と
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
３
回
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
全
員
で
花
台

の
作
製
。
か
な
づ
ち
の
た

た
く
音
が
体
育
館
に
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
あ
い
さ
つ
と
質

し
た
が
、
将
来
そ
の
子
の

気
持
ち
が
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

小
野
田
支
部
は
“
チ
ー

ム
小
野
田
”で
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

問
を
受
け
て
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
校
長
先

生
が
「
○
○
君
は
大
工
に

な
り
た
い
っ
て
言
い
よ
る

け
ど
、
質
問
は
な
い
か
ね
」

と
問
い
か
け
ら
れ
て
い
ま

　

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
と
な
っ
て
い
た

教
宣
学
習
会
を
、
昨
年
12

月
９
日
山
口
南
総
合
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
10
支
部
15

人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
引
き
受
け
支
部

の
吉
南
支
部
教
宣
担
当
役

員
で
あ
る
河
嶋
健
司
さ
ん
、

原
田
広
人
さ
ん
が
講
師
を

務
め
、
実
際
に
吉
南
支
部

発
行
の
「
き
ち
な
ん
」
を

作
製
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
で
の
編
集
作
業

を
説
明
。

　

こ
の
学
習
会
は
機
関
紙

編
集
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る

た
め
、
参
加
者
に
は
各
自

で
パ
ソ
コ
ン
と
編
集
に
使

用
し
て
い
る
ソ
フ
ト
を
持

参
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

編
集
作
業
に
お
け
る
注

意
点
や
写
真
の
ト
リ
ミ
ン

グ
な
ど
機
関
紙
編
集
だ
け

で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
の
操
作
ま
で
、
多
岐
に

わ
た
る
実
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

支
部
機
関
紙
は
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
作
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
、
参
加
者
か
ら
は

た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
学
習
会
で
し
た
が

内
容
の
濃
い
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

か
な
づ
ち
の
音
が
鳴
り
響
く

か
な
づ
ち
の
音
が
鳴
り
響
く

木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
小野田支部

令和４年度　厚生労働大臣賞を受賞令和４年度　厚生労働大臣賞を受賞

㈲
栗
栖
工
業

㈲
栗
栖
工
業
（
小
野
田
支
部
）

（
小
野
田
支
部
）

為
栗
為
栗  

正
美
　

正
美
　（（
山
口
支
部

山
口
支
部
））

さんさん

　

石
綿
障
害
予
防
規

則
等
の
改
正
に
よ
り
、

建
築
物
の
解
体
ま
た
は

改
修
工
事
を
行
う
際
に

は
、
元
請
事
業
者
は
工

事
の
規
模
、
請
負
金
額

に
か
か
わ
ら
ず
、
事
前

に
法
令
に
基
づ
く
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
使
用

の
有
無
の
調
査
（
事
前

調
査
）
を
行
う
義
務
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
の
４

月
１
日
着
工
の
工
事
か

ら
既
に
適
用
さ
れ
て
い

で
す
が
、
石
綿
を
取
り

扱
う
作
業
者
は
特
別
教

育
が
必
要
と
な
り
、
更

に
作
業
を
指
揮
し
監
督

す
る
作
業
主
任
者
も
選

任
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
築
物
石
綿
含
有
建

材
調
査
者
講
習
、
石
綿

作
業
主
任
者
技
能
講
習

の
ど
ち
ら
も
今
後
は
必

要
と
な
っ
て
く
る
資
格

で
す
の
で
、
必
要
な
方

は
、
早
め
に
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
す
。

　

ま
た
、
解
体
工
事
に

つ
い
て
は
、
解
体
部
分

の
床
面
積
の
合
計
が
80

㎡
以
上
、
改
修
工
事
に

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
調
査
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
誰
が
行
っ

て
も
構
わ
な
い
で
す
が
、

今
年
の
10
月
１
日
か
ら

つ
い
て
は
、
請
負
金
額

が
税
込
１
０
０
万
円
以

上
に
つ
い
て
は
、
監
督

署
と
自
治
体
へ
の
事
前

調
査
結
果
の
報
告
が
必

は
、
建
築
物
石
綿
含
有

建
材
調
査
者
が
行
う
こ

と
が
義
務
付
け
と
な
り

ま
す
。

　

調
査
者
講
習
も
必
要

石
綿
関
係
の
資
格

必
要
な
方
は
早
め
の
受
講
を

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

今
年
度
も
残
り
１
カ
月

編
集
作
業
を
実
演

編
集
作
業
を
実
演

４
年
ぶ
り
の
学
習
会
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仕
事
を
楽
し
ん
で

　

岩
国　

安
田　

利
浩

（
内　

装
）

　

還
暦
を
過
ぎ
、
趣
味
の

よ
う
に
仕
事
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

孫
６
人
と
妻
、
か
わ
い

い
人
た
ち
の
た
め
に
励
ん

で
い
ま
す
。

仲
間
と
主
婦
の
会
活
動

宇
部　

湯
川　

由
美
子

（
主　

婦
）

　

楽
し
い
仲
間
と
主
婦
の

会
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
支
部
づ
く
り

を
目
指
し
て
協
力
し
よ
う
。

楽
し
い
思
い
出

山
口　

清
水　

大
樹

（
内　

装
）

　

元
旦
に
家
族
で
ハ
ー
モ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
、
楽

し
い
思
い
出
が
ま
た
１
つ

増
え
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
感
じ

萩　

波
多
野　

光
代

（
主　

婦
）

　

花
壇
に
植
え
た
様
々
な

球
根
が
芽
を
出
し
始
め
ま

し
た
。大
寒
が
間
近
に
迫
っ

て
い
ま
す
が
、
春
の
訪
れ

も
確
実
に
近
づ
い
て
い
る

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
本
厄

下
松　

松
本　

和
子

（
事　

務
）

　

今
年
は
本
厄
な
の
で
、

何
事
も
無
き
よ
う
、
普
段

よ
り
も
気
を
付
け
て
行
動

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り
検
討

徳
山　

中
村　

洋
明

（
大　

工
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
が
始
ま
る

こ
と
に
不
安
で
し
か
な
い

ス
タ
ー
ト
の
年
。
支
部
で
も

ら
っ
た
資
料
を
見
て
、
し
っ

か
り
検
討
し
た
い
で
す
。

久
々
に
行
き
た
い

吉
南　

松
尾　

英
和

（
左　

官
）

　

雪
が
積
も
ら
な
く
な
っ

て
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も

行
く
こ
と
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
久
々
に
行
き
た
い

な
ぁ
。

体
力
の
衰
え
を

小
野
田　

大
城　

貞
夫

（
土　

木
）

　

年
を
取
る
ご
と
に
体
力

の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
フ
ァ
イ
ト
！

大きないもをお土産に

前
進
す
る
こ
と
は
、
組
合

員
さ
ん
の
生
活
を
守
る
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
１
月
末
現
在
、
表
の
と

お
り
、
１
万
２
３
６
４
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
み
る
と
17
支

部
中
５
支
部
が
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
全
体
で
は
加

入
者
が
８
６
４
人
、
脱
退

者
が
９
８
２
人
で
、１
１
８

人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て
、

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大
き

く
前
進
し
ま
す
。
運
動
が

合
わ
せ
て
、
３
月
か
ら
６

月
を
「
春
の
拡
大
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
？
未
加
入
の

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中
建

国
保
・
労
災
保
険
・
税
金

相
談
・
各
種
共
済
制
度
等
）

を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
を
組
合
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

支部 令和５年１月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 66 -2
岩国 1,819 3
宇部 1,670 1
小野田 561 -19
吉南 1,056 -4
下松 1,499 34
熊毛南 232 -12
下関 1,095 -28
徳山 717 -54
豊浦 205 6
長門 180 -2
萩 190 2
光 254 -7
防府 983 -23
美祢 168 -1
山口 1,223 -9
柳井 446 -3

計 12,364人 -118

近
崎
　
秀
幸
（
光
・
大
工
61
）

　

今
回
は
身
近
な
お
話

を
少
々
・
・
・
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る

光
市
室
積
、
月
に
１
度

「
今
昔
市
」
と
銘
打
っ
た

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
か
れ
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
お
店
が
出

店
し
て
い
て
、
私
た
ち

が
よ
く
使
う
よ
う
な
道

具
な
ど
も
売
ら
れ
て
お

り
、
知
り
合
い
の
同
業

者
な
ど
に
も
よ
く
出
会

い
ま
す
。
ノ
コ
の
替
刃
、

各
種
ド
リ
ル
キ
リ
な
ど

よ
り
ど
り
み
ど
り
。

　

そ
ん
な
中
、最
近
ゲ
ッ

ト
し
た
の
が
写
真
の
よ

う
な
「
け
ん
玉
」。
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
時
に
気
分
転

換
や
老
化
防
止
を
兼
ね

て
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
や
っ

て
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
が
あ
り
、
お
も

し
ろ
く
な
っ
て
大
人
買

い
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
（
笑
）。

　

大
は
40
㎝
か
ら
小
は

5.5
㎝
ま
で
あ
り
ま
す
。

大
の
剣
先
は
ま
だ
で
す

が
、
他
の
３
皿
は
ク
リ

ア
。
小
は
剣
先
・
３
皿

と
も
制
覇
し
ま
し
た
。

一
般
モ
デ
ル
は
そ
こ
そ

こ
技
を
積
み
重
ね
て

い
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
、
ネ
ッ
ト

で
お
も
し
ろ
い
け
ん
玉

を
見
つ
け
ま
し
た
。
次

の
機
会
に
紹
介
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

其
の
四
　
け
ん
玉

【おまけ】
けん玉各種
小さくなればなるほど、難しゅうございます。

組
織
拡
大
に
ご
協
力
を

春
の
拡
大
月
間
中

ぜ
い
た
い
に
っ
し

ぜ
い
た
い
に
っ
し

　【
下
関
・
金
子
浩
一
（
左

官
・
60
）】
昨
年
10
月
16
日
、

山
陽
小
野
田
市
埴
生
町
の

花
の
海
（
西
日
本
最
大
の

シ
ス
テ
ム
農
園
）
に
て
健

康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

昨
年
末
か
ら
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
増
加

傾
向
に
よ
り
、
一
月
に
予

定
し
て
い
た
、
い
ち
ご
狩

り
が
中
止
に
な
り
今
回
も

雨
予
報
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
朝

か
ら
秋
晴
れ
と
な
り
組
合

員
41
名
の
参
加
で
芋
掘
り

を
体
験
し
ま
し
た
。　

　

久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
の

交
流
を
図
る
事
が
で
き
、

有
意
義
な
１
日
を
過
し
ま

し
た
。
広
大
な
敷
地
の
端

が
芋
畑
な
の
で
体
力
づ
く

り
に
は
ピ
ッ
タ
リ
。
皆
さ

ん
鍬
を
持
ち
一
生
懸
命
に

芋
を
掘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
の
組
合
員
さ

ん
が
多
く
子
供
達
も
笑
顔

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

掘
っ
た
芋
を
重
た
そ
う

に
下
げ
て
汗
び
っ
し
ょ
り

で
、
お
土
産
に
持
っ
て
帰

り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
季
節
ご
と

に
様
々
な
果
物
な
ど
の
収

穫
体
験
（
い
ち
ご
、ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
生
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
）
が
出
来
る
、
楽

し
い
施
設
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
コ
ス
モ

ス
が
満
開
で
多
く
の
家
族

連
れ
が
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
さ
に
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
施
設
で
す
。

家
族
と
い
も
掘
り
体
験

家
族
と
い
も
掘
り
体
験
下関支部

生活サポート

福利厚生倶楽部

　建設山口では、組合員の日
常生活をサポートするため
に、「福利厚生倶楽部」を勧め
ています。
　「福利厚生倶楽部」とは、中
国電力グループの㈱福利厚生

倶楽部中国が提供するサービ
スで宿泊・スポーツクラブ・
レジャーランド、育児・介護・
健康・ショッピングなど様々
なサービスで組合員さんの福
利厚生をバックアップしてい

ます。
　建設山口の組合員は特別価
格として、入会金（32,400 円）
を無料。年会費（通常13,200円）
を 11,880 円（消費税込）で提
供しています。

　この機会にぜひ「福利厚生
倶楽部」にご加入いただき、
充実した日常生活をエンジョ
イしてくだい（詳細は所属の
支部まで）。

愛愛  

犬犬

防
府
支
部

各
務
　
健
次 

さ
ん

“
大
福
”

　昨年 12 月中旬、チワワの大福が我が家に。室内犬は
初めてで、てんやわんやの毎日。かわいい。
　１月中頃、２キロ足らずのスリムな身で手術。術後、数
分間の面会。薄目を開けていた。怖かったのだろうか。
もう少しで腕の中へ。「忘れてないよね」。一日千秋の思
いで持っているとのことです。
　細身のお洋服縫ったよ。似合うかな。

スリム体型の大福
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やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
パ
ン
ダ
の
大
好
物
は
竹

と
？

③
水
道
か
ら
水
が
出
な
い

こ
と
。

⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
不
正

侵
入
者
。

⑧
俳
句
の
中
に
よ
み
こ
ま

れ
る
も
の
。

⑨
「
薬
局
」
を
単
純
に
言

う
と
？

⑪
土
地
を
持
っ
て
い
る
人
。

⑬
手
続
き
な
し
で
直
接
訴

え
る
。

⑮
刑
務
所
の
犯
罪
人
見
張

り
役
で
す
。

⑰
苦
し
い
時
の
○
○
だ
の

み
。

⑱
三
蔵
法
師
の
旅
の
到
着

地
。

⑳
給
油
所
、
○
○
○
○
ス

タ
ン
ド
。

㉑
失
敗
し
た
こ
と
を
和
製

英
語
で
言
う
と
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
ご
く
普
通
、
日
常
○
○

○
○
。

②
刑
事
は
デ
カ
、
で
は
警

察
は
？

③
十
二
個
を
一
組
に
す
る

単
位
。

④
す
き
身
に
し
た
牛
肉
に

豆
腐
・
野
菜
を
添
え
、

煮
な
が
ら
食
べ
ま
す
。

⑤
黒
と
白
の
石
を
盤
上
で

打
つ
。

⑦
物
事
の
中
心
。
事
件
の

○
○
○
○
に
ふ
れ
る
。

⑩
利
益
、
も
う
け
た
お
金

の
こ
と
。

⑫
糠
に
塩
・
水
を
加
え
、

混
ぜ
合
わ
せ
て
発
酵
さ

せ
た
も
の
。
こ
れ
を
お

け
な
ど
に
入
れ
て
野
菜

を
つ
け
る
。

⑭
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
よ
り
も

短
い
。

⑯
も
の
を
見
る
立
場
。
観

点
。

⑰
○
○
百
万
石
の
城
下
町
。

⑲
目
立
た
な
い
こ
と
。
派

手
←
→
○
○

　
　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
４
月
10
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
313
号
解
答
◇

　
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
久
保

加
代
子
・
中
次
栄
史
【
吉

南
】
斉
藤
み
ど
り
・
清
水

萌
美
・
藤
村
勇
【
下
松
】

二
木
美
由
紀
【
徳
山
】
大

室
美
緒
【
豊
浦
】
増
田
淳

二
【
萩
】
中
村
誠
一
【
光
】

渡
邉
浩
則（
応
募
総
数
65
）

作・斉藤達夫

クイズ番組の行方

全
問
正
解
の

秘
訣
は

出
題
問
題
の

「
傾
向
と
対
策
」？

受
験
勉
強
で
も

あ
る
ま
い
に

し
か
も

結
果
は

決
っ
て
る

「
予
定
調
和
の

出
来
レ
ー
ス
」

興
醒
め

こ
こ
に
極
ま
れ
り

だ
ね

あ
〜

ク
イ
ズ
番
組
も

最
近

つ
ま
ら
な
く
な
っ
た

顔
ぶ
れ
も

内
容
も

似
た
り
寄
っ
た
り

「
高
学
歴
ア
イ
ド
ル
」

「
イ
ン
テ
リ
芸
人
」

利
口
そ
う
に

見
え
る
が
…

ア
イ
ド
ル
に

学
歴
は
い
ら
な
い

芸
人
な
ん
て

笑
わ
せ
て
な
ん
ぼ

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
２
種
類

F G

E

D

B

A

C

1

6

11

17

20

2

12

15

3

16

18

10

13

4

8

19

21

5

14

7

9

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

ブロック造の建物をおしゃれに改築

このプレートに五穀米が付きます

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
風
カ
フ
ェ

　【
山
口･

熊
谷

龍
夫
（
左
官・58
）】

山
口
県
庁
、
山
口

県
警
察
本
部
の
す

ぐ
近
く
に
Ｒ
ｕ
ｂ

ｉ
ｎ
ｏ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

が
あ
り
ま
す
。

　

駐
車
場
は
坂
の

途
中
に
あ
り
、
道

が
狭
い
の
で
大
き

な
車
は
気
を
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
造
の
建
物
を

お
し
ゃ
れ
に
改
築
し
た
も

の
で
、
店
内
は
外
観
に
比

べ
て
広
く
感
じ
ま
す
。
内

部
も
壁
も
ブ
ロ
ッ
ク
を
ペ

ン
キ
で
塗
り
、
暖
炉
も

あ
っ
て
、
映
画
に
出
て
く

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
の

古
風
な
カ
フ
ェ
を
思
わ
せ

る
店
舗
で
す
。

　

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
の
日
替

わ
り
ラ
ン
チ
は
魚
と
肉
の

２
種
類
で
、
オ
ー
ナ
ー
の

お
子
さ
ん
が
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

健
康
に
配
慮
し
た
新
鮮
な

旬
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
盛

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
の
弁
当
も
や
ら

れ
て
い
て
、
予
約
制
で
す

が
10
個
以
上
か
ら
配
達
も

し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
焼
作
家
・
金

子
愛
さ
ん
の
器
が
、
こ
の

カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
に
合
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
時
代

竹田さん

Rubino cafe
（ルビノカフェ）

住所：山口市滝町5-2
TEL：083-976-4777
※不定休のためTELで要確認

　令和５年になり、２カ月が

過ぎようとしています。

　コロナによる経済、生活への影響

が依然深刻な状況の中、大手外食チェー

ン店での若者による迷惑行為。皆さんは

どうお考えでしょうか？

　個人的には悪さをしてその行為をＳＮＳ

等に晒すということ自体、理解に苦しみ

ます。

　ただ、やっていることに関しては今

も、昔もそう変わりはないのではないか

とも思います。

　私たちのころもそんな連中は

いました。ＳＮＳも携帯も当時に

は無かったので、その行為自体が拡散

されずに収束しただけ。

　時代と共に悪さが進化しているのでは

なくて晒されるという新たな恐怖が生ま

れた。若者のことだけではなく芸能界、

政治の世界でも晒される方を見ます。　

　心の闇・醜さ・無関心、来なければよ

かったといわれる新時代にならないこと

を切に願います。


